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１.緒言 

東京 2020パラリンピック競技大会が開催さ

れたことで，障がい者スポーツへの関心が高

まっている．令和 3年に東京都が行ったパラ

スポーツの関心度に関する調査では，令和 2

年度に比べて，パラスポーツに「関心があ

る・やや関心がある」と答えた人が 9ポイン

ト増加している(東京都オリンピック・パラリ

ンピック準備局，2022)．また以上の回答をし

た人に，関心を持ったきっかけを聞いたとこ

ろ，「東京 2020パラリンピック競技大会を見

たから」が 69％と最も高かった．このように

東京 2020パラリンピック競技大会は多くの人

たちの障がい者スポーツに対する興味関心を

高めるきっかけになったといえる．一方で、

関心の多くはパラリンピック等の競技スポー

ツの面に偏る。そもそも障がい者スポーツ

は，社会参加を目的とした(1)競技スポーツ，

(2)市民スポーツ(生涯スポーツ)，日常生活の

自立を目的としたスポーツ，(3)リハビリテー

ション スポーツ(機能回復訓練の一環として

行われる医療的スポーツ)に分けられる（陶

山,2006）．しかし，実際に結城ら(2020)がま

とめた文献目録では，障がい者スポーツに

は，障がい者の社会参加を支持するリハビリ

スポーツとしての側面と，トップレベルの選

手達が競い合う競技スポーツとしての側面が

あるとし，全体を「リハビリ編」と「競技

編」に大別しており，市民スポーツ(生涯スポ

ーツ)における研究の蓄積が少ないことを意味

している．そこで、本研究では、市民スポー

ツ（生涯スポーツ）の中心的な役割を担う障

がい者スポーツセンター（以下センターと称

す）で調査を行い、質的にアプローチするこ

とで、発展継承可能で有益な仮説的知見を導

き出し、今後の障がい者スポーツに関する議

論に新たな視点を提供することを目的とし

た． 

2.方法 

 「障がい者スポーツ指導員はどのように

揺らぎを経験しているのか」という RQ に

対し、エスノグラフィーによる参与観察及

び半構造化インタビューを行い、現場での

日常を記録した。尚、本研究者は非常勤の指

導員という立場で業務と並行しながら、フィ

ールドワーク（参与観察・インタビュー）実

施した。 

1）対象：A市の障がい者スポーツセンターで

働く指導員 

 観察調査：14名(男性 6名，女性 8名，22

歳～54歳) 

 インタビュー調査：14名中，正規職員 9名

に限定． 

2）調査期間：20XX年 6月＋3年 4ヶ月 



3）分析方法：修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ（M-GTA） 

3.結果 

分析の結果、12 個の概念(【概念 1 障がい

者専用ではダメ】【概念 2 来るもの拒まず

の精神】【概念 3 センターはない方が利用

者のためになる】【概念 4 センターは必要

不可欠】【概念 5 利用者と親密になりすぎ

る】【概念 6 友達ではない】【概念 7 線引

きをして距離感を保つ】【概念 8 利用者の

望みを最優先する】【概念 9 利用者の巣を

作る】【概念 10 巣ごもりを受け止める】

【概念 11 利用者に巣立ってほしい】【概

念 12 巣帰りを受け入れる】)と 3 個のカテ

ゴリー(≪センターのありようを問う≫≪利

用者との関係性を問う≫≪こころの安全地

帯をもたらす≫)を生成し、それをもとに概

念図を作成した（Fig.1 参照） 

4）考察 

「どのように障がい者スポーツ指導員は揺

らぎを経験しているのか」というRQに対し，

障がい者スポーツ指導員は「センターのあり

ようと利用者との関係性の両面から揺らぎ

を経験することで，利用者にこころの安全地

帯をもたらすようになる」というプロセスを

たどるという仮説的知見を導き出した．以上

の仮説的知見を愛着理論(Bowlby，1969)と比

較検討した結果、障がい者スポーツセンター

の利用者は，指導員およびセンター(特定の

対象)に近接を求め，維持しようとしており，

これを指導員自身が作り出そうとしている

と考えられる． 
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